
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 23 年 6 月 15 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
 多数の参加者による時差を越えたやり取りを可能にする電子掲示板による交流は、言語
の形式面の学習機会の確保が１つの課題である。特に参加者皆が自分の第二言語でやり取
りする際、形式面の学習機会は別に用意する必要がある。本研究では、教室での一斉指導
やオンライン自主学習プログラムを実験的に組み合わせ、また交流における学習者の語彙
的ニーズを調べるべく、辞書行動調査を実施した。その結果、環境整備と学習者の自律的
態度育成についての教育実践上の具体的な指針が導かれ、さらなる研究の足掛かりを得る
ことができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 An electronic forum is a useful tool for organizing an intercultural exchange among 
many participants living in different time zones. However, one challenge faced by 
language teachers while using this tool is how to create opportunities through which 
participants can improve the accuracy of the language they are learning. In this study, 
the intercultural exchange project was experimentally complemented either with a 
series of short explicit classroom instructions or an online grammar learning system. A 
survey on learners’ behavior in consulting dictionaries was also conducted. The results 
indicated several practical suggestions that teachers can apply when creating an 
educational environment and enhancing learner autonomy.  
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１．研究開始当初の背景 

Computer-Mediated Communication 
（CMC）、とりわけインターネットを用いた
それは、個人レベルでの利用でも「ノーマラ
イゼイション」が進み、外国語学習に取り入
れられることももはや少なくない。しかし、
その中で学習者が何を学ぶのかについては、

使用する CMC の種類や交流相手、実践の種
類等に大きく左右される面があり、評価は一
様ではない。特に欧米の文献では、学習者間
のコミュニケーション、とりわけ学習中の第
二言語（L2）による学習者間のコミュニケー
ションを、積極的に学習の契機として捉える
研究は少ない。 
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筆者とその研究グループは、非同期的で参
加者間の多様なつながりを許容する電子掲
示板による多国間交流の可能性について研
究してきた。学習者（日本人参加者）の言語
発達に関する研究では、掲示板の交流だけで
は正確さ（accuracy）の伸びは余り期待でき
ない一方、流暢さ（fluency）は 4 か月程度の
交流でも大きく伸びることが見出された。で
は、教室内で明示的な語彙・文法指導を組み
合せるブレンド学習では、正確さ（accuracy）
を高めることができるのか、というのが本研
究の動機である。 

 
２．研究の目的 

Moodle の電子掲示板を用いた英語による
多国間交流の実践での日本人参加者を対象
とし、主に言語の形式面の学習にしぼってそ
の発達を観察する。参加者は交流において、
第二言語である英語を大量に使用する機会
があるが、そこに明示的な語彙・文法指導を
ブレンドする。 

いかなる指導方法が効果的で、どのような
語彙・文法項目の正確さの伸びが顕著である
かを見出し、この種の実践の一つの目安を提
示することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 参加者（N=90）を、教室での明示的語彙・
文法の一斉指導実施群と、非実施群とに分け、
一斉指導と交流での自律的ライティング作
業のブレンド学習の効果を見る。実施群の参
加者には、1回 15 分～20 分のワンポイント
教室一斉指導を計 9回行う。各回には、それ
までの交流で比較的多く誤用が見られた語
彙・文法項目を選び、解説の上、簡単な英作
文を行い、その場で添削をする。非実施群で
は個別指導の時間をその分とり、参加者の質
問に答えながらの学習支援を中心に行う。ま
た、指導項目の中で、より確実に学習された
項目と、この種のブレンド学習では習得が難
しい項目の特徴を分析する。(2008 年度の実
践に基づく) 
 
(2) 参加者(N=101)に、時間と場所を問わず
学習できるオンラインの自習文法教材（(株)
教育測定研究所によるCASEC-GTS®）を提供し、
その学習量と事前・事後の語彙・文法テスト
（（1）と同じもの）の相関を見ることで、テ
ストスコアを上げるために必要な学習量を
推定する。(2009 年度の実践に基づく) 
 
(3) 参加者の辞書行動を調査する。交流に使
用する Moodle 内に「辞書行動調査ブロック」
を設置し、参加者の使用は任意とし、ブロッ
クを使用する際は、ユーザ ID と検索語が記
録される旨を参加者に説明の上、予め同意を
得る。英文を作る時の辞書の検索語をデータ

ベースに取り、英文を組み立てるにあたって、
学習者がどのような語句を辞書に頼ってい
るかを調べる。(2010 年度の実践に基づく) 
 ブロックの作成は Mitstekコンサルティン
グに依頼した。 
 
４．研究成果 
(1) 教室内での一斉指導が、学習者の中間言
語の正確さ向上に対する効果は確認された
ものの、その方法で習得が促され得る語彙・
文法項目は限定的であることが示された。 
 既存のクラス分けを使用したため、そもそ
も実施群(n=47)と非実施群(n=43)は英語習
熟度に関して差が存在したが（6 ヵ月前のテ
ストにて後者が前者より平均点が高かった）、
実施群(n=43)の平均点において、1.2 ポイン
トの上昇が見られ(t=-4.17, p<.001)、非実
施群では 0.7 ポイント(t=-2.79, p<.005)で、
わずかな違いしかなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 一斉指導実施群・非実施群の伸び（指導
項目のみ） 
 
また、一斉指導で採り上げた 9つの文法項目
の中で、実施群において相対的に他の項目に
比べ伸びが顕著だった項目には次のような
特徴が見られた。 
 
 比較的定型的（formulaic）でイディオ

マティックな項目 
 話し相手を前提とする対人的なコンテ

クストで用いられる表現 
 
一連の結果から、教室内一斉指導は、学習項
目の定着に課題があり、その時に習った項目
が、その後間もなく交流でのライティング場
面で使えるとは限らないということが示さ
れた。 
 
(2) 文法教材の学習量とテストスコアの伸
びとの相関は見られなかった(r=0.089)。そ
もそもこの点に単純な線的な関係を想定す
ることには慎重であるべきが、他の参加者に
比べ飛びぬけて多量に教材をこなした少数
の参加者はテストの伸びが見られる傾向が
あった。CASEC-GTS®の教材数で 130 以上、時



間数にして学習総時間計 4時間以上の学習者
には、スコアの上昇が見られた。 
 このことから、基礎力としての正確さを身
に着ける文法学習には、相応の時間がかかる
という事実を示唆しているともいえる。 
 
(3)「辞書行動調査ブロック」によって、全
267 の辞書検索例データが集まった（協力者
29 名）。うち日本語（和英辞書の使用）が 218
例、英語（英和辞書の使用）が 49 例で、や
はりライティングが主のため日本語の検索
例が多かった。日本語の検索例では、①「基
本語」が最も多く（44%）、次いで「看護・健
康」に関わる語が続いた（24%）。「生活」や
「感情表現」関連の語句がその後に続いた
（それぞれ 18%、6%）。①には、「だから」「よ
って」「また」「このような」「つまり」「とこ
ろが」などの接続表現が多く含まれていた。
また、それらの検索例は習熟度が比較的入門
レベルに近い学習者によってなされていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 参加者による日本語の検索例の分類 

 
この調査より、習熟度が比較的入門レベルに
近い学習者は、日本語を逐語的に英語に置き
換え、表現の道具箱としてのチャンクの理解
への支援が必要であることが示唆された。 
 
(4) 今後の研究にむけて 

今回の一連の結果から、学習者の基礎的な
文法理解には時間がかかること、習熟度また
は学習の諸過程でのニーズが異なることが
推定できる。短時間の一斉指導は、交流とい
う対人的なコンテクスト特有の表現で、比較
的定型的（formulaic）なものに向いている。 

一方、基礎的でより深いレベルでの語彙・
文 法 理 解 に は 、 そ の た め の 気 づ き
（awareness）を学習者にもたらすのに十分
な時間と、学習者自身で仮説検証が行えるコ
ンテクストが必要であると思われる。CMC を
用いた「英語を使う」交流とのブレンドのた
めには、語彙・文法の明示的指導・学習は次
の点を押さえる必要があるものと思われる。 
 
①習熟度別の学習支援プランの準備 

とくに入門レベルに近い学習者に対する

支援として、CMC での発話が日本語の逐語訳
にならないよう、英語独自の表現の型（チャ
ンク）への理解を促す支援が必要である。そ
れには必然的に相応の時間がかかり、リーデ
ィングなどの言語理解の量も確保が必要で
あろう。その上で、日本語と英語の発想自体
が違うことを図などで明示した指導などに
効果が期待できる可能性がある。 
 
②自律的学習を可能にする学習環境の準備 
本研究は、欧米で多い母語話者（NS）を相

手とする CMC を通した学習に対して、CMC 上
は NS なしに正確さ（accuracy）の向上を図
ることの可能性の考察でもあった。NS は言語
使用のある種の手本（正確さを備えた１つの
モデル）として当該言語の学習に極めて有用
であることは間違いなく、その意味でのイン
プットの質の担保としては、CMC に NS を加え
るという選択肢がある。その一方で、学習者
が仮説検証ができるような学習環境を用意
することが必要である。CASEC-GTS®のような
教材を組み合せることも１つの方法だが、学
習者の側に仮説検証の手順と資料を与える
方向でも解決に近づけるだろう。 
 
今回の研究では、狭い意味での言語学習

（形式面の学習）に焦点を絞ったが、CMC を
用いた交流を通しての言語の学びの特徴は、
むしろ異文化や内容面の学びと不可分の点
にある。より広い視点にたった学びの可能性
の追求と評価も今後必要である。 
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